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2. 水理地質構造 

2.1 ダム基礎の水理地質特性 
2.1.1 ダムサイト地質構成 
貯水池およびダムサイトの地質は、中生代白亜紀の大船渡層群鷹生層から構成される｡ダムサイ

トに分布する鷹生層は、下位より｢斑状安山Ｉ」、「凝灰岩類」、「斑状安山岩Ⅱ」、「堆積岩類」等

に区分される。これらを貫いて､ダムサイト右岸高標高部から下流左岸域にかけて「ハンレイ岩」

が見られる。 

 これらは上流域に分布する花崗岩体の貫入によりホルンフェルス化し､非常に堅硬である。 

 被覆層は､段丘･崖錐･現河床堆積物等からなり､層厚は 1～5m 以下と比較的薄い。 

時  代 

絶対年代 地質時代 
地  質  名 記 号 

現河床堆積物 ｒｄ 

岩   屑 ｄｔ 

1×104 

沖

積

世 

沖積層 

土石流堆積物 ｆｄ 

低位段丘堆積物 ｔｒ２ 

2×106 

新

生

代 

第

四

紀 洪

積

世 

被覆層 

洪積層 
高位段丘堆積物 ｔｒｌ 

ハンレイ岩 Ｇｂ 
 貫入岩類 

花崗岩(花崗岩細脈) Ｇｒ（Ｇｒz）

細粒砂岩 Ｆｓｓ 

黒色頁岩 Ｓｈ 

砂   岩 Ｓｓ 

角 礫 岩 Ｓｓｇ 

凝灰角礫岩 Ｔｂ３ 

堆積岩類 

凝 灰 岩 Ｔｔｆ 

斑状安山岩Ⅱ Ａｎ２ 

凝灰角礫岩 Ｔｂ２ 

凝灰質砂岩 Ｔｓｓ 斑状安山岩類

自破砕溶岩凝灰角礫岩 
（ＡＴ） 

（Ｔｂｌ） 

珪質砂粒凝灰岩類 Ｓｔｆ 

火山礫凝灰岩 Ｌｔｆ 

凝灰岩煩 凝灰岩類 Ｇｔｆ 

斑状安山岩Ⅰ Ａｎｌ 

 65×106 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

143× 106 

中

生

代 

白亜紀 鷹生層

〔大船渡

層群〕 

安山岩類 
凝灰角礫岩 (Ｔｂ) 

   

・ダム軸上の地質の分布は、左岸全域および河床部から右岸中段部には「斑状安山岩Ⅱ（An2）」が分布す

る。右岸中段部以高には、「角礫岩（Ssg）」、「砂岩（Ss）」等の堆積岩類が斑状安山岩Ⅱの上位に重なり、

さらにダム天端付近には「ハンレイ岩（Gb）」の貫入岩が分布している。 

 

・ダムサイトの地質構造は、左岸から河床にかけて連続する凝灰岩類（Gtf～Stf）を鍵層とし、一般的な

走向傾斜は N15 °W/45 °SW（ダム右岸下流側へ傾斜）を示す。ダム軸地質縦断図では見かけ傾斜 25～30°

で左岸から右岸へ傾く構造を示し、左岸側が流れ盤、右岸側が受け盤となる。 

 

・右岸中段部に F-1、左岸リム部に F-2 の２条の高角逆断層（N40～50 ° E/80 °SE:上下流方向の走向で

左岸側傾斜）の逆断層が存在し、いずれも左岸側（上盤側）が上方に変位している（垂直変位量:70m 程度

以上）。断層破砕体は幅数 10cm～2m と薄く、しかも良く固結し一体化した塊状の CL 級岩盤であり、強度お

よび遮水上の問題はない。 
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2.1.2 ダムサイトの透水性及び地下水位の概要 
(1) 透水性状 
 基礎岩盤の透水性は､全般に小さく、深度 10～30m 以深は概ね 2Lu 以下の難透水岩盤が広<分布

する。 

 地表付近の風化域（10～20m 以浅）では 30Lu 以上の高い透水性を示すが、地下深部へ向かい

漸次ルジオン値は小さくなる。 

 河床部に比べて、左右岸 EL.240m 付近より高標高部の、基礎岩着部付近は 10Lu 以上の高透水

部が 20～30m と厚い。 

 調査時と掘削後の主な相違点は次の通り。 

１）河床～左岸深部に分布する凝灰岩類（Gtf,Ltf,Stf）沿いに想定されていた高透水部は、分

布が局所的であること、ルジオン値も全体に小さいこと（改良目標値以下）が確認された。 

２）調査横坑や仮排水路周辺は、掘削による影響を受けて調査時想定よりルジオン値が大きくな

っていることが判明した。 

３）岩着部～深度 20m 付近までは、調査時想定の 2Lu 程度よりも若干高めの 2～10Lu 程度を示す

ことが多い。この理由としては、透水試験法（調査時:圧力ｾﾝｻｰ使用、施工時：口元圧力からの

補正）の違いや、掘削による応力開放の影響が考えられる。 

 

(2) 地下水位 
１）右岸側は、地表から深度 15～20m 付近に位置し、地形なりに上昇する。また、F-1 断層によ

って山側の水位が堰き止められており、5～15m の水位差が生じている。 

２）左岸側は、河床～F-2 断層まではフラットに近く概ね河床レベルを示す。これは、F-2 断層

によって山側からの地下水の供給が断たれていること、F-2 断層より川側は尾根が小さく地下水

涵養量が少ないことが理由として挙げられる。 

３）F-2 断層より左岸側では、地表から深度 40m 付近に位置し、地形なりに上昇する。 
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